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時
代
の
変
化
に
対
応

大
幅
に
組
織
改
編

１
０
０
周
年
へ
同
窓
会

各 委 員 会 の 任 務

　

筑
紫
丘
高
校
同
窓
会
は
、
８

年
後
に
控
え
た
母
校
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
組
織

を
大
幅
に
見
直
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
役
員
会
、
常

任
幹
事
会
に
加
え
、
会
報
、
Ｉ

Ｔ
な
ど
の
委
員
会
に
よ
り
業

務
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

１
０
０
周
年
を
前
に
縦
に
長
い

世
代
が
在
籍
す
る
組
織
と
な
っ

た
こ
と
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

の
速
さ
な
ど
現
行
の
ま
ま
で
は

組
織
運
営
が
難
し
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
受
け
て
、
生
田
征
生

同
窓
会
長
が
組
織
委
員
会
を
設

置
。
同
委
員
会
が
検
討
を
進
め

「
専
門
的
委
員
会
の
設
置
」
を

提
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、

こ
の
た
び
の
組
織
改
編
で
現
在

の
組
織
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
、
５
つ
の
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
組
織
化
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
理
事
が
２
人
ず
つ
（
兼

務
を
含
む
）
担
当
理
事
と
し
て

配
置
さ
れ
、
委
員
会
で
議
論
さ

れ
た
内
容
は
役
員
会
、
常
任
幹

事
会
で
共
有
さ
れ
ま
す
。
議
論

す
べ
き
は
議
論
を
尽
く
し
、
円

滑
な
同
窓
会
運
営
を
目
指
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
各

位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

研鑽委員会交流委員会整備委員会 広報委員会 支援委員会
●同窓会の英知を
　共有する場の創出
•現役生、同窓生に関わら
ず、同窓生の持つ多様な
見識、知見を共有するこ
とで同窓会のさらなる発
展を目指す。

•セミナー、シンポジウムな
どの開催
•現役生向けの講演会の実
施

•丘女会
•働く現役世代や母親世代
など多岐にわたる世代へ
の研鑽（さん）活動
※研鑽と表現すると堅苦し
いものの、子育てセミナー
や料理教室なども視野に
入れてよい。

●総会の在り方に
　関する検討
100周年に向け、総会の会
場見直しや収支構造の見直
し（新聞広告・会費など）
を実施
●同窓会の新たな
　枠組みの創出
既存の交流イベントのさらな
る発展と、新たな枠組みを
創出、実施。
•職域支部、地域支部
•就活支援の復活
•既存イベントの見直し（ゴ
ルフコンペなど）

●名簿整備
同窓会活動の基盤となる名
簿の収集整備を実施。
既存名簿のブラッシュアップ
（収集）と管理・運用が最
大の任務。
•名簿の収集方法の検討・
実施

•物故者名簿の整備
•冊子化への検討
•デジタル管理のための基
盤整備
●ルール作り
同窓会のガバナンス強化の
ための各種ルール作りを実
施。
•現行ルールの見直し
•会則の見直し
•規約、規則の整備

●会報発行
現行の会報委員会を維持し
ながら年２回の会報を発行。
●ITを活用した新たな
　広報活動の推進
SNSなどの発達などによりよ
りリアルタイム性を求められ
ている昨今、新たな情報発
信の手法を検討・実施する。
•現行HPの見直し
•SNSの活用（Facebook）
•新たな広報手法の検討・
確立（LINE@,Instagram
など）
•丘女スタイルなどの新たな
紙媒体の創出
●紙とデジタルの
　発展的融合
会報原稿の素材となる情報
の収集をHPやSNSを使い
実施

●寄付の受け皿づくり
これまでの「予算を使う」
から、「予算を作る」へのシ
フトチェンジのため新たな寄
付の受け皿づくりを検討。
•ふるさと納税
•遺言信託など
●財団法人設立に
　関する検討を実施

•財団設立〜公益化を目指
し予算の創出を行う。
※公益財団法人の業務を事
務局にて実施することで、
費用の按分が可能になる
ことから結果的に同窓会
の予算の創出につながる
●100周年に向けた活動
これまでの教育支援を継続
しつつ、新たな支援の形を
検討、実施する。

大学等合格者数
（　）内は現役　平成31年４月18日現在

種別 大学名 平成31年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年

国
立
大
学

九 州 大 110（68）105（71）110（76）110（74） 83（50）
佐 賀 大 14（11） 15（9） 23（15） 27（17） 10（7）
熊 本 大 21（18） 17（12） 24（15） 23（16） 12（9）
大 阪 大 10（2） 14（9） 14（10） 15（6） 23（15）
広 島 大 6（5） 8（4） 8（4） 15（5） 7（6）
九 州 工 大 13（6） 17（11） 27（14） 12（6） 24（15）
京 都 大 18（12） 14（8） 10（7） 11（4） 19（10）
東 京 大 5（3） 6（3） 10（7） 8（3） 6（4）
鹿 児 島 大 10（5） 5（2） 5（2） 7（4） 11（5）
福岡教育大 6（6） 9（8） 16（14） 6（6） 17（15）
長 崎 大 12（6） 11（5） 9（3） 6（3） 12（6）
横浜国立大 5（4） 5（3） 5（2） 6（3） 4（3）
一 橋 大 2（2） 3（1） 1（0） 4（4） 4（4）
神 戸 大 6（4） 3（2） 5（3） 4（3） 4（2）
東京学芸大 2（0） 1（1） 2（2） 3（2） 2（1）
千 葉 大 1（0） 4（3） 5（4） 2（2） 3（1）
山 口 大 3（3） 6（5） 2（0） 2（1） 3（1）
北 海 道 大 4（1） 0（0） 2（1） 2（1） 6（3）
筑 波 大 1（1） 6（4） 2（2） 2（1） 3（2）
富 山 大 0（0） 0（0） 1（0） 2（0） 0（0）
東 北 大 2（2） 2（2） 0（0） 2（0） 2（1）
大 分 大 1（1） 0（0） 3（0） 2（0） 2（1）
岡 山 大 2（1） 2（1） 0（0） 1（0） 3（2）

公
立
大
学

福岡女子大 8（8） 16（14） 17（16） 12（11） 11（11）
北九州市立大 3（2） 2（0） 1（1） 2（2） 4（3）

国公立大学合計 299（192）299（192）340（215）313（189）298（187）

私
立
大
学

福 岡 大 121（77）108（79） 99（50） 99（50） 114（74）
西南学院大 122（104） 99（78）138（112） 90（70）114（101）
立 命 館 大 74（26） 66（33） 60（26） 67（25） 66（23）
明 治 大 18（7） 21（5） 26（12） 49（25） 31（8）
同 志 社 大 39（16） 47（20） 34（16） 50（17） 46（13）
東 京 理 大 25（7） 37（14） 30（5） 30（7） 47（9）
早 稲 田 大 11（7） 13（10） 27（7） 22（14） 19（10）
中 央 大 11（3） 13（8） 36（16） 19（9） 17（9）
青山学院大 4（4） 6（3） 5（2） 12（2） 11（6）
慶応義塾大 12（8） 13（3） 9（7） 11（4） 16（6）
法 政 大 8（5） 18（11） 14（5） 10（4） 14（7）
関西学院大 10（3） 15（13） 14（5） 8（5） 14（5）
近 畿 大 10（8） 13（1） 27（2） 7（4） 10（2）
中村学園大 7（7） 5（4） 4（4） 5（5） 9（9）
立 教 大 2（1） 4（3） 3（2） 5（1） 0（0）
私立大学合計 575（341）586（352）624（315）557（281）636（326）

大学校・短大学・専門学校等 8（5） 15（10） 16（11） 5（4） 13（12）

志高く、大きな成果
東大・京大、３人増の計23人
　現在、大学入試は大きな曲がり角を迎えて
います。今の高校２年生からは現在のセンター
試験に替わって、大学入学共通テストになりま
す。
　そうした中で、本校71回生は現行制度下で
受験に臨みました。これまで同様「行ける大学」
ではなく「行きたい大学」を目指して、夢の
実現のために果敢にチャレンジし、今年も大
変素晴らしい実績を収めてくれました。東京大
学の合格者は５人で昨年よりも減少しましたが、
今年初めて推薦入試にもチャレンジし、見事
合格してくれました。京都大学の合格者は18
人で、昨年度の14人を上回りました。東大・
京大合わせても３人増の23人となりました。
　九州大学について志願者はやや減少しまし
たが、合格者は110人で、昨年度比５人増
でした。また、国公立大医学部の合格者も、
準大学も含め20人。ここでも生徒諸君は健闘
してくれました。その他の大学についてもよく頑
張りました。
　こうした実績を上げることができたのも、これ
まで通り、社会人講演会や東京研修をはじめ
多方面にわたってご尽力いただいた同窓会の
皆様方のご支援・ご協力のおかげと大変感謝
しております。今後とも、これまで同様のご指導・
ご鞭撻のほど、重ねてお願い申し上げます。

（筑紫丘高校進路指導部）

生
田
　
征
生（
高
15
）

新
し
い
時
代
に
向
け
て

活
動
充
実
へ
５
委
員
会

会
長
あ
い
さ
つ

　

満
開
の
桜
の
下
の
４
月
９
日
、

母
校
で
は
４
４
０
人
の
若
者
が
希

望
に
燃
え
な
が
ら
、
新
任
の
立

光
敏
弘
校
長
の
「
ワ
ク
ワ
ク
感
を

持
ち
挑
戦
を
」
と
い
う
式
辞
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
輝
く
瞳

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
数
日
前
に
は
天
皇
陛
下
の
ご
退

位
に
伴
う
新
元
号
が
「
令
和
」
と

決
ま
り
ま
し
た
。
中
国
古
典
か
ら

で
は
な
く
万
葉
集
の
序
文
か
ら
の

引
用
で
、
外
務
省
の
公
式
英
訳
で

は
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
」（
美
し
い
調
和
）
だ
そ
う

で
す
。
新
し
い
時
代
の
到
来
を
予

感
さ
せ
ま
す
。

　

学
校
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、

同
窓
会
も
組
織
を
整
え
活
動
を
充

実
さ
せ
る
た
め
課
題
と
対
策
を
検

討
、
そ
の
提
言
を
受
け
常
任
幹
事

会
の
議
決
を
得
て
５
つ
の
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

◎
各
支
部
な
ど
が
苦
労
し
て
い

る
会
員
の
把
握
方
法
を
ど
う
す
る

か
、
個
人
情
報
保
護
と
両
立
す
る

会
員
名
簿
の
作
成
・
運
用
の
条
件

と
は
？　

役
員
選
任
・
会
議
な
ど

に
関
す
る
会
則
の
改
正
な
ど
を
検

討
す
る
整
備
委
員
会

　

◎
総
会
・
懇
親
会
の
在
り
方
や

支
部
・
職
域
・
部
活
Ｏ
Ｂ
会
な
ど

の
充
実
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
見
直

し
な
ど
を
検
討
す
る
交
流
委
員
会

　

◎
現
行
の
会
報
の
充
実
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
・
Ｈ
Ｐ
の
見
直
し
な
ど

新
た
な
情
報
発
信
の
手
法
な
ど
広

報
活
動
の
推
進
を
検
討
す
る
広
報

環
境
整
備
し
教
育
を
創
造

　

生
田
征
生
会
長
は
じ
め
筑
紫
丘

高
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長
　
立た
ち

光こ
う

　
敏
弘

着
任
あ
い
さ
つ

委
員
会

　

◎
特
に
１
０
０
周
年
に
向
け
て

の
寄
付
の
呼
び
掛
け
・
受
け
皿
作

り
や
新
た
な
活
動
。
主
と
し
て
学

校
支
援
の
た
め
の
財
団
法
人
設
立

な
ど
を
検
討
す
る
支
援
委
員
会

　

◎
同
窓
生
の
持
つ
英
知
を
共
有

す
る
た
め
在
校
生
・
同
窓
生
（
現

役
世
代
・
母
親
世
代
・
リ
タ
イ
ア

世
代
な
ど
）
向
け
の
講
演
・
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
検
討
す
る
研
さ
ん
委

員
会

　

以
上
の
５
委
員
会
は
今
後
メ
ン

バ
ー
を
決
め
活
動
を
活
発
化
し
て

い
き
ま
す
。
１
０
０
周
年
に
向
け

て
一
層
の
充
実
を
目
指
す
同
窓
会

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

県
教
育
庁
高
校
教
育
課
か
ら
着
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
本
校
に
平
成
３
年
４
月
か

ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
16
年
間

教
諭
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
26
年

度
に
は
副
校
長
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
で
都
合
18

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

理
数
科
が
新
設
さ
れ
た
平
成
３

年
に
は
、
台
風
19
号
の
た
め
に
旧

講
堂
の
屋
根
が
ほ
と
ん
ど
飛
ん
だ

の
を
目
前
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
校
下
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
平
成
６
年
に
新
し
い
講

堂
・
武
道
場
・
プ
ー
ル
が
完
成
し
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
が
道
を
隔
て
た
野
間
中
学

校
横
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
激
動
の
時
代
。
応
援
団

の
新
生
、
社
会
人
講
演
会
や
東
京

研
修
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
教
育
活

動
が
動
き
始
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ

で
す
。

　

そ
の
際
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
教

育
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
図
書
館
棟
に
同
窓
会

事
務
局
、
記
念
館
が
で
き
、
同
窓

会
と
学
校
と
の
連
携
が
一
段
と
密

に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
今
、
校
舎
改
築
が
関

係
各
位
の
ご
尽
力
を
賜
り
な
が
ら
、

来
る
べ
き
百
周
年
に
向
け
て
、
い

よ
い
よ
基
本
設
計
か
ら
具
体
的
な

実
施
設
計
の
段
階
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。

　

生
徒
の
た
め
の
教
育
環
境
整
備

が
今
後
さ
ら
に
進
み
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
同
窓
会
の
皆
様
と
と
も

に
、
未
来
の
筑
高
の
教
育
を
創
造

（
校
訓
の
第
３
項
）
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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今
年
は
桜
が
新
入
生
を
迎
え
た

入
学
式
が
４
月
９
日
、
本
校
講
堂

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

74
回
生
と
な
る

新
入
生
は
今
年
か

ら
男
女
混
合
で
名

前
を
呼
ば
れ
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り

元
気
に
立
ち
上
が

り
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
が
、
今

年
も
生
徒
数
は
女

子
が
上
回
り
ま
し

た
。

　

立
光
校
長
の
式

辞
の
後
、
１
年
７

組
の
綾
部
孝
一
君

が
代
表
宣
誓
。
上

級
生
が
応
援
団
の

　

卒
業
予
定
の
第
71
回
生
４
３
６
人
を
対
象

に
し
た
同
窓
会
入
会
式
が
２
月
28
日
、
本
校

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
男

子
２
５
０
人
、
女
子
１
８
６
人
。
生
田
征
生

会
長
ら
の
あ
い
さ
つ
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品

贈
呈
、
同
窓
会
活
動
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
続
き
ま
し
た
。
71
回
生
の
常
任
幹

事
２
人
と
各
ク
ラ
ス
幹
事
の
紹
介
も
あ
り
、

同
窓
会
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

翌
３
月
１
日
に
は
、
卒
業
式
が
厳
粛
な
雰

囲
気
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
本
功
校

長
ら
の
式
辞
・
祝
辞
、
在
校
生
代
表
に
よ

る
送
辞
の
あ
と
、
卒
業
生
代
表
田
村
結
花
さ

ん
の
答
辞
に
な
る
と
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ
む

人
も
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
卒
業
生
総
数
は

３
万
７
９
３
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

力
強
い
エ
ー
ル
と
校
歌
斉
唱
で
新

入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
＝
写
真
。

桜
の
下
で
入
学
式

今
年
も
女
子
が
上
回
る

　

平
成
が
終
わ
り
令
和
の
新
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
直
前
平
成

31
年
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、

38
年
に
及
ぶ
教
職
生
活
も
区
切
り

を
迎
え
、
筑
紫
丘
高
校
を
最
後
に

退
職
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
日
を

前
校
長
　
土
本
　
功

退
任
あ
い
さ
つ

迎
え
ら
れ
た
の
も
同
窓
会
は
じ
め

関
係
各
位
の
ご
理
解
ご
支
援
の
お

陰
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
は
、
創
立
１
０
０

周
年
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
使
命
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
校
舎
全
面
改
築

に
向
け
、
基
本
設
計
を
実
施
す
る

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
実

施
設
計
を
経
て
着
工
と
な
り
ま
す

が
、
完
成
す
る
ま
で
楽
し
み
は
尽

き
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
１
年
で
は
、
１
年
生
と

と
も
に
過
ご
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ
で
の
宿
泊
研
修
、
２
年
生

と
一
緒
の
東
京
研
修
や
修
学
旅
行

な
ど
生
徒
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で

も
３
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

お
陰
で
雨
も
味
方
に
し
て
76
時
間

に
及
ぶ
大
運
動
会
を
完
成
し
た
筑

高
生
の
気
概
や
崇
高
な
志
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
予

感
し
な
が
ら
校
門
を
後
に
し
ま
し

た
。
同
窓
生
各
位
の
ご
協
力
に
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　この春の人事異動で、管理職では土本功校長が
定年で退任され、後任として立光敏弘校長が県教

育庁から着任されました。大坪弘幸副校長は県教育センターへ転任され、
後任の大石道也副校長が筑紫中央高から着任されました。

学 校 人 事

平成31年先生の異動一覧
転入等

職　名 氏　名 前　任
校　長 立光　敏弘 教育庁高校教育課

参事兼事務長 高田　博子 筑紫中央高
副校長 大石　道也 筑紫中央高
教   諭 江口　武敏 福岡高
教   諭 大楠　千尋 新規採用

事務次長 久光　唯史 事務主査
事務職員 古賀　朱莉 新規採用

非常勤講師 城後　恭子 教諭
非常勤講師 香月　治子
非常勤講師 保坂　慶蔵 教諭
非常勤講師 福田　未来

転出・退職
職　名 氏　名 転出先
校　長 土本　　功 退職

参事兼事務長 井ノ口光章 退職
副校長 大坪　弘幸 県教育センター
教　諭 室園洋一郎 修猷館高

事務次長 三重野智子 柏陵高

非常勤講師 寺崎　文子

非常勤講師 中村　理子

平成30年秋の叙勲で
「瑞宝小綬章」を受賞

山田　達雄（高8）

同窓会入会式と卒業式　71回生対象に

　昭和12年に田川中学教論を父
とし、元大分県高田高女教論を母として福岡
県田川市で生まれた。福岡県立筑紫丘高校及
び九州大学教育学部を卒業後九州大学大学院
に進学し、同大学院在学中にフルブライト奨
学試験（全額支給）に合格して渡米、ハーバー
ド大学大学院に入学し、修了後熊本女子大学
に就職した。同大学に8年間勤務したあと文部
科学省の所轄研究所の国立教育政策研究所に
転職、企画調整官、生涯学習研究室長、教育
情報研究部長、国際研究・協力部長等を歴任
後、23年間勤務した研究所を定年退職した。そ
の後福岡市の中村学園大学教授に就任し、研
究科長を務めるほか発育教育センターの建設
に尽力した。叙勲は特に国立教育政策研究所
における文部行政事務功労により「瑞宝小綬
章」（The Order of the Sacred Treasure, Gold 
Rays with Rosette）が授与された。

　平成30年11月12日に開
催された「第27回暴力追
放福岡県民大会」におい
て暴力追放運動功労者と
して渡邊副会長が福岡県
暴力追放運動推進セン
ターの渋田理事長から表
彰を受けた＝写真。渡邊副会長は県警退職後
から今日までの13年間にわたり
・企業に対する危機管理セミナー等の研修
・安全運転管理者に対する研修
・県内市町村の新任課長に対する研修
・地域住民に対する地域防犯研修
等の講師として延196回、延24,200人に対し「暴
力団の現状と対策」等の研修を実施するとと
もに、機関紙等を活用しての暴力団排除関係
の情報発信や暴力団等に関する相談活動等に
よる暴力団排除気運醸成に努めた実績が評価
されたものでした。

渡邊達哉副会長（定18）

暴力追放運動功労
表彰を受ける

教
育
支
援
金
受
付
名
簿

総
額
６
２
０
万
円
に

（
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
31
年
３
月
31
日･

掲
載
は
受
付
順
・
敬
称
略
）

　

生
田
征
生
（
高
15
）
綾
部
純
子

（
高
36
）
松
崎
芳
之
（
高
17
）
加

藤
久
嘉
（
定
高
15
）
松
本
精
一
郎

（
高
14
）
稲
員
大
三
郎
（
高
15
）

松
下
則
通（
高
18
）府
内
洋
一（
高

25
）
岩
崎
郁
夫
（
高
34
）
中
西
賢

太
（
高
38
）
世
良
洋
子
（
高
45
）

渡
邊
博
志（
高
34
）山
崎
政
春（
高

９
）前
川
健
太（
高
49
）筑
四
回（
高

４
回
）
緒
方
裕
二
（
高
29
）
門
司

稔
（
高
13
）
井
本
宗
司
（
高
23
）

長
菅
隆
義（
高
42
）十
五
夜
会（
定

高
15
）
関
西
支
部
（
関
西
）
富
田

紘
（
高
12
）
手
島
憲
三
（
高
24
）

諸
岡
裕
子（
高
30
）村
山
太
鬼（
高

42
）
江
濱
義
博
（
高
33
）
府
内
洋

一
（
高
25
） 

　

お
か
げ
さ
ま
で
こ
れ
ま
で
の
基

金
総
額
は
６
２
０
万
４
５
７
２
円

と
な
り
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇

　

｢

教
育
支
援
基
金｣

は
平
成
24

年
１
月
か
ら
家
庭
経
済
環
境
の
急

変
等
に
よ
り
進
学
費
用
の
確
保
が

困
難
な
生
徒
に
対
す
る
基
金
で
す
。

学
校･

Ｐ
Ｔ
Ａ･

同
窓
会
の
三
者

で
教
育
支
援
実
行
委
員
会
を
設
置

し
、
教
育
支
援
金
受
給
者
を
決
定

し
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
人
に
お
渡
し
し
、

後
日
支
援
金
を
受
け
取
っ
た
生
徒

か
ら
お
礼
状
が
届
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
前
途
有
為
な
後
輩
を

支
援
す
る
た
め
に
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

｢

教
育
支
援
基
金｣

へ
の
協
賛

は
、
郵
便
振
替
口
座･

記
号
番
号

０
１
７
０
－
０
－
１
３
７
９
３
４

口
座
名
義｢

筑
紫
丘
高
等
学
校

教
育
支
援
基
金｣

で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
基
金
の
寄

付
金
控
除
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
問
い

合
わ
せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

教職員らの拍手の中、退席する卒業生たち

入会式であいさつする３年生代表
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我
ら
が
恩
師
、
安
東
司
郎
先
生

（
社
会
科
）
の
「
お
別
れ
会
」
が

３
月
24
日
開
か
れ
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
や
教
え
子
も

最
古
参
の
方
々
か
ら「
さ
る
む
会
」

の
先
輩
方
、
最
若
手
は
先
生
が
退

官
さ
れ
る
年
の
卒
業
生
で
あ
る
高

40
回
生
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
多
数
参

列
さ
れ
、
恩
師
を
偲し

の

び
ま
し
た
。

　

奥
様
か
ら
先
生
が
２
月
７
日
に

91
歳
で
永
眠
さ
れ
、
家
族
葬
の
後
、

教
え
子
の
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
て

こ
の
会
を
開
い
た
旨
の
ご
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
昭
和
２
年
、
現
み
や
ま

市
に
生
ま
れ
、
数
校
を
転
校
後
に

旧
制
麻
布
中
、
旧
制
七
高
、
九
大

法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
筑
紫
丘
高

校
に
勤
務
。
昭
和
28
年
か
ら
同
63

年
ま
で
本
校
一
筋
で
勤
め
上
げ
、

ガ
丘
の
歴
史
・
風
土
を
熟
知
さ
れ

た
、
ま
れ
な
先
生
で
す
。

　

我
々
は
文
系
男
子
ク
ラ
ス
と
い

う
前
例
な
き
編
成
の
下
、
や
や
規

格
外
の
生
徒
が
集
め
ら
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
起
こ
し
、
先
生

に
は
ご
心
配
を
お
掛
け
し
つ
つ

も
「
寛
容
の
心
」
で
は
ぐ
く
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
開
催
し

て
い
る
ク
ラ
ス
同
窓
会
は
、
先
生

が
「
蜂
の
巣
会
」
と
命
名
。
お
酒

の
好
き
な
先
生
を
囲
ん
で
の
交
歓

の
場
で
、
ま
じ
め
な
先
生
が
相
好

故
安
東
司
郎
先
生
を
偲
ん
で

を
崩
さ
れ
た
お
顔
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

先
生
が
学
生
時
代
に
遭
わ
れ
た
東

京
大
空
襲
の
凄せ

い

惨
な
光
景
の
衝
撃

か
ら
、
戦
争
を
し
て
は
な
ら
ん
、

と
強
く
諭
さ
れ
た
言
葉
は
胸
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
大
ら
か
さ
が
薄
れ
、
ギ

ス
ギ
ス
と
し
た
感
も
あ
り
ま
す
が
、

先
生
が
示
さ
れ
た
「
寛
容
の
心
」

を
こ
れ
か
ら
我
々
も
伝
え
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
東
司
郎
先
生
の
深
い
愛
情
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。　
　

合
掌

村
上
隆
英

（
高
26
・
三
年
五
組
級
長
）

記念館収蔵品紹介⑨
　

筑
紫
中
学
校
を
訪
れ
た
著
名
士

に
署
名
を
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、

開
校
当
初
の
昭
和
２
年
５
月
か
ら

昭
和
14
年
11
月
ま
で
の
間
の
も
の

で
あ
る
。

　

来
訪
者
は
、
初
め
の
頃
は
県
内

外
の
中
学
校
長
や
女
学
校
長
が
多

い
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
と
い

う
こ
と
で
の
見
学
と
思
わ
れ
る
。

　

平
成
30
年
度
定
期
総
会
は
、

当
番
幹
事
の
41
回
生
の
周
到

な
企
画
と
準
備
を
経
て
昨
年

６
月
２
日
、
福
岡
市
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
で

開
催
さ
れ
、
８
５
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

校
舎
全
面
改
築
で
学
校
の

姿
が
変
わ
る
前
の
記
念
に
と

ド
ロ
ー
ン
で
撮
ら
れ
た
映
像

が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
賀
寿
、
有
志
に

よ
る
筑
高
体
操
の
披
露
な
ど

盛
況
の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
定
期
総
会
の
収
支
決
算

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

県
知
事
や
国
会
議
員
の
名
も
あ

る
が
、
軍
事
色
が
強
ま
る
に
つ
れ

て
軍
人
の
来
訪
が
増
え
て
く
る
。

そ
う
し
た
中
に
陸
上
の
金
栗
四
三

氏
、
村む

ら

社こ
そ

講
平
氏
や
日
本
の
ア
ン

デ
ル
セ
ン
と
言
わ
れ
た
童
話
文
学

者
の
久
留
島
武
彦
氏
の
名
が
見
え

る
。
筑
紫
中
学
10
周
年
記
念
誌
に

は
記
載
が
な
い
が
、
生
徒
へ
の
講

演
会
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
際
の

署
名
で
あ
ろ
う
。
金
栗
四
三
氏
は

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」

の
主
人
公
。

芳
名
録

ド
ロ
ー
ン
映
像
に
反
響

過
去
最
多
の
７
３
０
人
集
う

悲
願
の
40
人
超
え 

校
歌
を
歌
い
楽
し
む

平
成
30
年
度
総
会

首
都
圏
同
窓
会

北
九
州
支
部
の
集
い

金栗四三氏

久
留
島
武
彦
氏

村
社
講
平
氏

平成30年度同窓会定期総会収支決算報告書
収 入 の 部

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 決　算　内　訳

会 　 　 　 費 5,670,000 5,031,000 −639,000 チケット856枚（出席者850名）

同 窓 会 会 計 1,000,000 1,000,000 ０ 総会運営費700,000円､育成費300,000円

広 告 掲 載 料 7,560,000 7,532,000 −28,000 @30,000×252枠−28,000円（特別枠）　
雑 　 収 　 入 100,000 141,000 41,000 ご祝儀（11件･14名）

合         計 14,330,000 13,704,000 −626,000  

支 出 の 部
科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 決　算　内　訳

総
会
懇
親
会

総会懇親会費 8,039,250 7,782,145 257,105 ニューオータニ博多支払（750名計算）
その他懇親会費 870,000 570,790 299,210 映像制作費540,000円 等

首都圏広告収入払出金 ０ 100,000 −100,000
計 8,909,250 8,452,935 456,315  

諸 

経 

費

新聞広告掲載料 3,215,160 3,186,000 29,160 新聞広告掲載料及びミニ版印刷代　　

通信費･印刷費他 366,000 323,208 42,792 ゆうメール､資料印刷代 他
実行委員会活動費 358,000 300,000 58,000 実行委員会会議等活動費 

計 3,939,160 3,809,208 129,952

他

在校生支援金 1,000,000 1,000,000 ０ 同窓会積立金に入金

余　剰　金 481,590 441,857 39,733 総会運営費余剰金として同窓会会計に振り戻す
計 1,481,590 1,441,857 39,733    

合　　　計 14,330,000 13,704,000 −626,000
収入合計額　13,704,000円 − 支出合計額 13,704,000円　＝  残額 ０ 円　　

　

平
成
30
年
度
首
都
圏
同
窓
会
定

期
総
会
・
懇
親
会
が
昨
年
11
月
17

日
、
東
京
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
品
川
で
開
か
れ
、
過
去
最
多

の
７
３
０
人
の
筑
高
卒
業
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

過
去
７
年
間
会
場
と
な
っ
た
目

黒
雅
叙
園
か
ら
、
品
川
に
会
場
を

移
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
毎
年

恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
筑
高

体
操
、
校
歌
斉
唱
に
加
え
、
母
校

の
ド
ロ
ー
ン
映
像
上
映
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
再
開
さ
れ
て
か

ら
９
回
目
を
迎
え
る
北
九
州
支
部

の
集
い
を
、昨
年
11
月
10
日
、リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
本
部
の
方
だ
け
で
な

く
、
北
九
州
在
住
の
荻
野
典
彦
先

輩
（
高
32
）
の
も
と
に
同
期
の
美

女
軍
団
７
人
と
、
幹
事
学
年
（
高

41
）
の
方
が
行
商
隊
と
し
て
集
っ

て
下
さ
り
、
総
勢
46
人
で
、
悲
願

　

平
成
31
年
度
統
一
地
方
選
挙
で
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
岡
県
議
会
議
員　
中
牟
田
伸
二
（
高
28
）
堤
か
な
め
（
高
31
）

福
岡
市
議
会
議
員　
伊
藤
嘉
人
（
高
31
）
堀
内
徹
夫
（
高
33
）

川
上
晋
平
（
高
42
）
田
中
慎
介
（
高
49
）

春
日
市
議
会
議
員　
岩
渕
穣
（
高
37
）

大
野
城
市
議
会
議
員　
原
田
真
光
（
高
59
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
窓
会
事
務
局
把
握
分
）

　

70
人
も
の
学
生
が
参
加
し
た
ほ

か
、
賀
寿
の
方
々
も
54
人
と
例
年

以
上
の
参
加
が
あ
り
、
テ
ー
マ
通

り
に
世
代
を
超
え
て
筑
高
卒
業
生

の
つ
な
が
り
を
「
つ
む
ぐ
」
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
福
岡
か
ら
お
越

し
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
、
素

晴
ら
し
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ

さ
っ
た
応
援
団
Ｏ
Ｂ
、
運
営
に
協

力
い
た
だ
い
た
幹
事
学
年
の
先
輩

方
を
は
じ
め
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
年
の
11
月
16
日
に
は
令
和
に

の
40
人
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
く
じ
で
は
全
参
加
者
に

景
品
が
当
た
っ
た
ほ
か
、
校
歌
を

歌
い
、
日
向
祥
剛
支
部
長
の
エ
ー

ル
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
次
会

へ
は
12
人
が
参
加
し
ま
し
た

　

北
九
州
支
部
で
は
春
秋
２
回
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

門
司
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
い
う
、
知

る
人
ぞ
知
る
（
笑
）
ゴ
ル
フ
場
で
、

１
０
０
を
超
え
る
ア
リ
ソ
ン
バ
ン

カ
ー
に
翻
弄
さ
れ
、
初
参
加
の
時

は
半
べ
そ
で
し
た
が
、
先
輩
方
の

入
っ
て
初
め
て
の
首

都
圏
同
窓
会
総
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
い
会

に
な
る
よ
う
、
本
年

度
幹
事
学
年
高
42
回

生
を
中
心
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

武
田
脩
寛
（
高
42
） 

「
ゴ
ル
フ
は
ス
コ
ア
が
良
い
と
気

分
が
良
い
。
多
く
た
た
く
と
身
体

に
良
い
」 「
親
孝
行
と
思
っ
て
来

て
ね
（
笑
）」 

な
ど
な
ど
、
優
し

い
大
先
輩
方
に
励
ま
さ
れ
、
ご
迷

惑
か
と
思
い
つ
つ
参
加
し
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

福
岡
や
山
口
よ
り
ご
参
加
下
さ

る
方
も
多
数
。 

次
回
は
９
月
11

日
の
水
曜
日
。
前
入
り
さ
れ
て
、

玄
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
。
そ
ん
な
集
い
も
い

か
が
で
す
か
。三島

恵
美
子
（
高
38
）

統
一
地
方
選 

当
選
を
祝
う

学生が70人も参加し、盛り上がった首都圏同窓会
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て
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
一
味

違
っ
た
魅
力
的
な
演
奏
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
気
に
入
っ
た
の
は
、

「
山
水
」
と
い
う
曲
で
、
な
ん
で

も
彼
女
の
好
き
な
雪
舟
の
水
墨
画

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲
し
た
と
の

こ
と
。
と
て
も
き
れ
い
で
繊
細
で
、

で
も
力
強
さ
を
感
じ
る
素
敵
な
曲

で
し
た
。

　

同
級
生
の
活
躍
は
誇
ら
し
く
、

自
分
も
頑
張
ろ
う
！
と
思
え
る
活

力
に
な
り
ま
す
。今
回「
コ
ン
サ
ー

ト
の
模
様
を
同
窓
会
会
報
に
紹
介

し
て
は
」
と
素
敵
な
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
同
窓
会
に
も
改
め
て
感

謝
で
す
。　
（
縣　

陽
子
・
高
55
）

　

海
外
で
活
躍
す
る
福
岡
県
人
に

よ
る
講
演
会
が
２
月
20
日
、
本
校

講
堂
で
あ
り
、
米
国
で
弁
護
士
・

公
認
会
計
士
と
し
て
活
躍
中
の
堀

隆
幸
さ
ん
（
高
28
）
が
米
国
で
の

30
年
間
、
米
国
社
会
と
法
制
度
、

米
国
で
の
就
業
・
学
校
シ
ス
テ
ム

　
「
こ
の
記
事
見
た
？　

君
の
同

級
生
じ
ゃ
な
い
？
」。
今
年
の
筑

紫
丘
高
校
同
窓
会
の
「
新
春
の
集

い
」
で
先
輩
か
ら
見
せ
て
い
た
だ

い
た
新
聞
記
事
に
は
、
同
級
生
、

樋
口
絢
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

お
知
ら
せ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

樋
口
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。

記
事
に
よ
る
と
、
ア
ポ
ロ
シ
ア

タ
ー
な
ど
で
演
奏
経
験
が
あ
る
ほ

か
、
ゲ
ー
ム
や
映
画
に
楽
曲
を
提

供
し
て
い
る
作
曲
家
で
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。
彼
女
が
ピ
ア
ノ
を
弾

く
こ
と
、
海
外
に
住
ん
で
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
ん

他
と
は
違
う
視
点
で

森
口
佑
介
（
高
50
・
京
都
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

丘
で
学
ん
だ

C
h

ik
u
s
h

ig
a

o
k

a
 S

to
rie

s

①

　

現
在
、
京
都
大
学
教
育
学
部

の
発
達
科
学
コ
ー
ス
で
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
青
年
期
ま
で
の
心

や
脳
の
発
達
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
脳
が
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
発
達
す
る
の
か
、
遺

伝
子
や
子
育
て
が
脳
の
発
達
に

い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
、

な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
私
が
こ
の
道
に

進
ん
だ
の
は
、
筑
紫
丘
高
校
で
過

ご
し
た
時
期
に
経
験
し
た
こ
と
と

大
い
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
20
世
紀
末
、
神
戸
連

続
児
童
殺
傷
事
件
（
１
９
９
７

年
）
や
西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事

件
（
２
０
０
７
年
）
な
ど
の
若
者

の
凶
悪
事
件
が
次
々
と
発
生
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
世

間
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら

「
キ
レ
る
若
者
」
と

い
う
レ
ッ
テ
ル
を
張

ら
れ
、
犯
罪
予
備
軍

の
扱
い
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
本

当
に
若
者
は
キ
レ
や

す
い
の
か
、
あ
る
若
者
が
キ
レ
や

す
い
と
し
た
ら
、
彼
ら
の
家
庭
環

境
や
発
達
に
何
か
問
題
が
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
興
味
を
持
ち
、
心

理
学
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ

て
京
都
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
の
自
分
と
い
え
ば
、

そ
れ
な
り
に
血
気
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
凶

悪
事
件
を
起
こ
す
よ
う
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
筑
高
入
学
当
初
は
サ
ッ
カ
ー

部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年

の
秋
に
は
辞
め
て
ラ
グ
ビ
ー
部
に

入
り
ま
し
た
。
体
育
の
授
業
で
ラ

グ
ビ
ー
が
非
常
に
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
友
人
が
熱

心
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
加
え
、

２
人
の
兄
（
上
の
兄
は
筑
紫
高
、

下
の
兄
は
筑
高
48
卒
）
が
ラ
グ

ビ
ー
を
や
っ
て
い
る
様
子
を
間
近

で
見
て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
熱
の
よ
う

な
も
の
に
触
れ
た
こ
と
で
す
。
毎

日
の
練
習
と
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
へ
と
へ
と
に
な
り
、
ご
飯

を
ど
ん
ぶ
り
３
杯
食
べ
る
こ
と
に

２
時
間
も
費
や
し
、
定
期
試
験
前

に
少
し
だ
け
勉
強
を
頑
張
っ
て
い

た
私
に
は
、
キ
レ
る
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
と
、
犯

罪
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
若
者
た

ち
に
何
か
違
い
は
あ
る
の
か
、
今

も
研
究
し
て
い
る
問
題
で
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は

多
数
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
今

も
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
た
だ
や

み
く
も
に
頑
張
っ
て
も
目
標
は
到

達
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
に
関
し
て
手
を
抜
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
３
年
連
続
、
決
勝
、
準
決

勝
、
決
勝
で
東
福
岡
高
に
敗
れ

ま
し
た
。
達
成
す
る
の
が
容
易

で
は
な
い
目
標
に
到
達
す
る
に

は
、
通
常
と
は
異
な
る
方
略
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
世
界
中
の
研

究
機
関
と
し
の
ぎ
を
削
る
研
究

の
世
界
で
も
全
く
同
じ
で
す
。

真
面
目
に
、
頑
張
っ
て
研
究
し

た
か
ら
と
い
っ
て
評
価
さ
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

人
と
は
違
う
視
点
、
違
う
方
法

を
用
い
て
、
研
究
成
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。

筑
高
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

研
究
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

丘
女
会
広
報
誌
「OKAME 

STYLE

」
は
２
年
目
に
入
り
、

第
４
号
が
発
行
で
き
ま
し
た
。
今

ま
で
16
人
の
丘
女
た
ち
の
お
話
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
回
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

「
丘
女
会
」だ
よ
り

現
役
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

広
報
委
員
長  

小
川
　
訓み

ち

名な

（
高
36
）

た
だ
く
の
で
す
が
、
取
材
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
テ
ー
マ
が
な
く

と
も
自
然
と
共
通
す
る
も
の
が
見

え
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
ん
な

時
で
も
「
今
」
を
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
時
は
若
い
時
な

り
の
過
ご
し
方
が
あ
る
の
で
す
が
、

振
り
返
っ
た
時
に
口
を
そ
ろ
え
て

「
そ
の
時
、何
事
も
一
生
懸
命
だ
っ

た
。
そ
の
時
の
経
験
は
ど
ん
な
こ

と
で
も
未
来
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
あ
の

丘
で
過
ご
し
た
３
年
間
を
土
台

に
、
時
代
は
違
っ
て
も
共
通
す
る

感
覚
を
感
じ
、
今
の
現
役
生
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「OKAME STYLE

」
を
通
じ

て
い
ろ
ん
な
丘
女
た
ち
と
出
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

米
国
在
住
の
弁
護
士
　
母
校
で
講
演
会

Ｎ
Ｙ
か
ら
帰
省
コ
ン
サ
ー
ト

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
樋
口
絢
子
さ
ん

な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。
講
演
会

は
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の

働
き
か
け
で
実
現
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
弁
護
士
と
い
う
専
門

的
な
視
点
か
ら
、
合
衆
国
憲
法
と

州
憲
法
の
特
性
や
、
人
種
問
題
、

銃
規
制
、
社
会
的
弱
者
へ
の
支
援

な
ど
米
国
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
リ
ア
ル
に
迫
っ
た
。
日
本
と
比

較
し
な
が
ら
、
米
国
企
業
の
特
質
、

進
学
コ
ー
ス
の
例
な
ど
も
紹
介
し

た
。

　

質
疑
応
答
で
、
日
本
が
か
つ
て

の
よ
う
に
世
界
経
済
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
の
に
対
し

な
に
す
ご
い
人
だ
っ
た
と
は
！
懐

か
し
い
気
持
ち
と
少
し
ミ
ー
ハ
ー

な
気
持
ち
と
を
抱
え
て
、
そ
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
南
区
若
久
に
あ

る
カ
フ
ェ
「
言
の
波
（
こ
と
の

は
）」
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
樋
口
さ
ん
の
幼
な
じ
み
や

友
人
、
そ
し
て
知
り
合
い
の
筑
紫

丘
の
先
輩
の
お
顔
も
ち
ら
ほ
ら
あ

り
、
会
場
に
着
い
た
頃
は
既
に
満

員
で
し
た
。
場
違
い
か
な
、
大
丈

夫
か
な
、
と
心
配
し
て
い
た
私
を

よ
そ
に
、
彼
女
は
私
を
見
つ
け
る

と
す
ぐ
に
話
か
け
て
く
れ
て
、
一

気
に
懐
か
し
く
て
温
か
い
気
持
ち

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
始

ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
童
謡
を

ジ
ャ
ズ
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
演
奏
し

た
り
、
ベ
ー
ス
や
ド
ラ
ム
と
ノ
リ

ノ
リ
で
演
奏
し
た
り
と
、
想
像
し

「
今
の
日
本
に
は
一
般
職
で
就
職

す
る
人
が
多
い
が
、
専
門
職
こ
そ

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍

で
き
、
社
会
に
活
力
を
与
え
ら
れ

る
。
画
一
的
な
内
容
の
勉
強
ば
か

り
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
専
門

性
を
極
め
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

生
徒
謝
辞
で
２
年
川
辺
純
夏
さ

ん
は
「
米
国
憲
法
は
世
界
で
最
も

個
人
の
人
権
が
認
め
ら
れ
た
憲
法

と
知
っ
た
。
米
国
で
勉
強
・
研
究

す
る
こ
と
に
と
て
も
興
味
が
わ
い

た
」
と
述
べ
、
海
外
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

（
青
木
雄
志
教
諭
・
高
66
）

高
28
の
堀
隆
幸
さ
ん
「
専
門
職
こ
そ
活
躍
で
き
る
」

VOL.1

55回生 舞踏家・ダンサー 西園　美彌さん
35回生 弁護士 村上　尚子さん
32回生 福岡中央銀行参与 岡野　みゆきさん
５回生 翻訳家・作家・詩人 馬場　与志子さん

VOL.2

38回生 診療内科　医師 雨宮　直子さん

48回生 JR,九州リテール
執行役員 鐘ヶ江　理恵さん

43回生 福岡市役所　課長 大倉野　良子さん
31回生 歌人 松村　由利子さん

VOL.3

62回生 うきは警察署　刑事課 水上　桃さん
42回生 福岡大学医学部講師 川野　佳子さん

43回生
WEB/グラフィック/
UX/コミュニティ
デザイナー

山本　奈穂子さん

36回生
岩田屋三越
人事・人材開発担当
部長

井上　真紀さん

VOL.4

55回生 ジャズピアニスト・
サウンドクリエーター 樋口　絢子さん

40回生 建築士・商業施設士 大谷（鶴田）理子さん

44回生 九州環境管理協会
調査分析部課長 天日　美薫さん

33回生
三菱研究所
スマートハウス
マネージャー

坂本　律子さん

＊
「OKAME　

STYLE

」
は

現
役
生
た
ち
に
配
布
す
る
ほ
か
、

各
地
開
催
の
同
窓
会
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
は
す
べ
て
の
号
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
紹
介
す
る
丘
女
の
推

薦
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第７回丘女会イベント「講演と音楽の集い」
　　10月26日㈯　会場：筑紫丘高校講堂
　　12:30開場　13:00 ～ 15:00　入場無料（定員800人）

【第１部】ミニコンサート
復刻！筑紫丘鉄管アンサンブル
　1977（昭和52）年、筑紫丘高校吹奏楽団OB有志で結
成されたアンサンブル。当時全国大会に出場したメンバー
も健在。現在もプロ、アマで活躍中のOBたちの熟練さ
れた筑高サウンドをお楽しみください。

【第２部】講演会「ネット時代の情報の読み方」
歌人　松村 由利子さん（高31）
　元新聞記者で、歌人として
活躍中。2018年度の「NHK短
歌」選者としてテレビでも活躍。
歌集に「大女伝説」「光のアラ
ベスク」など。著書に「31文字
のなかの科学」「与謝野晶子」

「短歌を詠む科学者たち」「少年少女のための文学全集が
あったころ」など。その他、子どもの本の翻訳や創作に
も携わっておられます。

第
4
号
ま
で
発
行
さ
れ
た

「O
KAM

E STYLE

」

ニューヨークからの帰省コンサートを
開いた樋口絢子さん（写真中央奥）
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☆スクラム組み
　新時代の総会を
　　　　長菅隆義

（令和元年度総会実行委員長）

　新しい時代の幕開
けとともに今年度の総会が開催されます。
昭和から平成へと元号が変わったのは
私たちの在学中でした。当時、教室で
同級生たちと新しい時代に胸をときめか
せたのを、思い出します。そして30年後。
当番幹事として再び当時の同級生たちと
時代の転換点に遭遇することになりまし
た。
　このような素晴らしい経験ができるの
も、歴史と伝統ある母校筑紫丘のお陰
であり、感謝の念を禁じ得ません。この
伝統はしっかりと紡ぎます。その上で令
和という新時代をスタートダッシュすべく、
同窓生が一致団結し、スクラムが組める
ような総会を企画しています。
　令和元年６月１日㈯ホテルニューオー
タニ博多にて、皆様のご参加を心よりお
待ちしております。

☆首都圏にも奮って
　お越しを！

西口　剛
（首都圏実行委員長）

　先日福岡で開催され
た「アンダーの会」に

参加しました。福岡チームの気合の入っ

た進行に圧倒され、首都圏チームも奮
起しなくては！との思いを新たにしまし
た。アンダーの会では筑高体操をモチー
フにしたTシャツを購入し、ジムウェアと
して愛用しておりますが、通っているジ
ムのパーソナルトレーナーに「カッコいい
ですね！どこのシャツですか？」と質問さ
れ、自分がデザインしたわけでもないの
に、うん蓄を垂れてしまいました。
　首都圏総会は11月16日㈯、昨年と同じ
くTKPガーデンシティ品川での開催です。
1,000人がお越しになっても余裕〜の会
場です。本年のテーマである「筑高スク
ラム」の文字通り、丘の絆

きずな
を一丸となっ

て更に深めましょう！

☆関西も盛り上げるぞ！
田中寛人

（関西支部幹事）

　我々42回生は数年
前から学年同窓会を年
２回開催し、旧交を深

めてまいりました。高校卒業30年がたつ、
この令和元年の記念すべき節目の年に、
筑高同窓会総会の幹事学年の重責を担
うことを誇りに思い、身の引き締まる思い
です。
　私は６年前に転勤の関係で関西に異
動してまいりました関係上、関西支部学
年幹事を引き受ける運びとなりました。
　昨年、41回生の先輩方が「紡ぐ」をテ 
ーマに、同窓会総会、首都圏同窓会、
関西支部同窓会を盛り上げていただきま

した。この伝統に恥じることのなきよう、
「筑高スクラム」という今年のテーマのも
と、42回生も一致団結して、同窓会を盛
り上げていきたいと思います。関西支部
総会は10月27日（日）12:30 〜新阪急ホ
テル「花の間」で開催されます。お会い
できることを楽しみにしております。

☆好評だったBINGO
　アンダー42の会

日髙郁子
　２月23日に「アンダー
42の会」を開催しまし

た。今年は会場をブラッスリーポールボ

キューズ博多に一新。フレンチレストラン
の雰囲気に合わせ、MCの２人には貴族
のコスプレで進行してもらいました。お
料理やデザートも好評で、おかげさま
で総勢109人の皆さんにご参加いただき
大盛況でした。「初めての人と自己紹介
し合うONAMAE BINGO」は、先輩、 
後輩の枠を超えさまざまな人と交流でき
て楽しかったという声を多くいただきまし
た。今年のオリジナルグッズの販売にも
ひと工夫こらし、皆さん気に入ってくださっ
たようで一同喜んでおります。６月１日の
総会・懇親会でまた皆さんにお会いでき
ることを、心より楽しみにしております。

近　況 高42回 総会にてお披露目！　オリジナルストール
　　　　　　　　　物販リーダー　牧野晃久
　今年もオリジナルグッズを企画しました。目玉は
オリジナルストールです。校章をモチーフにしてお
り、ストールの端に1カ所だけ校章が織り込まれてい
ます。これは、昨年博多織工業組合の理事長に
就任した42回生岡野博一君が経営しており、東京
GINZA SIXにも店舗展開している㈱岡野のブランド 
“OKANO” で制作するシルクのストールです。記念
品として、贈答品としても利用できる素敵な商品で
す。同窓会総会で初披露しますので、お楽しみに！
　また、定番の「Tシャツ」「タオル」に加え、同窓会初の商品として、校歌を
すし屋風にアレンジした「湯呑」や国産間伐材に校章を焼印した「マグネット＆
スケール」をご用意しました。
　さらに、例年好評を博している「博多通りもん」や「豆香洞コーヒー」に加え、
カレッジ風にロゴをデザインした「マグカップ」とそれを載せる「コースター」をライ
ンナップしました。素敵なティータイムをお楽しみください。

ザ
・
部
活

　
囲
碁
女
子
団
体
は

　
全
国
９
位

　

私
た
ち
は
主
に
月
曜

日
と
金
曜
日
の
週
２
日

活
動
し
て
い
ま
す
。
部

員
は
15
人
で
兼
部
も
可

能
な
と
て
も
フ
リ
ー
な

部
活
動
で
す
。
普
段
は

部
員
同
士
の
対
局
を
し

て
い
ま
す
。
囲
碁･
将

棋
は
団
体
戦
で
も
、
仲

間
に
声
を
か
け
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
助
け
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

戦
っ
て
い
る
時
は
個
人
戦
に
似
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
と
て
も
重
要
な
競
技
で
す
。

　

昨
年
度
、
囲
碁
で
は
３
つ
の
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
３
月
の
第
13
回
全
国
高
校

囲
碁
選
抜
大
会
で
は
、
女
子
団
体

戦
９
位
、
女
子
９
路
盤
戦
７
位
と

い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
女
子

団
体
戦
は
２
勝
２
敗
で
し
た
が
、

こ
の
経
験
を
夏
の
大
会
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
子
９
路
盤
戦
で
は
普
段
打
っ

て
い
る
19
路
盤
と
の
違
い
に
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
楽
し
ん
で
打
つ
こ

と
が
で
き
、
反
省
点
も
見
つ
け
ら

れ
た
の
で
、
こ
れ
も
19
路
盤
に
生

囲
碁･

将
棋
部

か
し
た
い
で
す
。
７
月
の
全
国
大

会
は
一
度
も
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
入
る
条
件
で

あ
る
３
勝
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
取
り
に
行
き
ま
す
。

　

将
棋
も
県
大
会
に
お
い
て
男
子

団
体
戦
３
位
と
い
う
結
果
を
収

め
て
お
り
、
囲
碁･

将
棋
と
も
に

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
３
年
生

は
夏
の
大
会
で
引
退
と
な
る
の
で
、

悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
に
一
局
一
局

を
大
切
に
、
全
力
で
戦
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
年
・
末
永
ゆ
め
の
）

　
「
機
関
車　

さ
よ
な
ら
平
成
号
」

は
、
筑
紫
丘
高
校
文
芸
部
Ｏ
Ｂ
が

40
年
ぶ
り
に
結
集
し
て
作
成
し
た

文
集
（
同
人
誌
）
で
す
。
平
成
の

終
わ
り
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
作

業
を
進
め
、
こ
の
３
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

僕
た
ち
が
文
芸
部
で
活
発
に

活
動
し
て
い
た
の
は
１
９
７
０

年
代
の
末
期
。
日
本
の
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク

だ
っ
た
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」

（
１
９
７
９
）
が
登
場
す
る
寸
前

の
時
期
で
す
。
Ｓ
Ｆ
や
漫
画
、
ア

ニ
メ
と
い
っ
た
当
時
と
し
て
は
比

較
的
新
し
い
文
化
が
力
を
持
ち
始

め
、
表
舞
台
に
躍
り
出
つ
つ
あ
る

と
い
う
予
感
、
そ
の
気
分
を
当
時

の
我
々
は
濃
厚
に
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と

い
う
の
は
、
つ
ま
り
は
メ
イ
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー

で
あ
り
「
若
者
の
手
に
文
化
を

取
り
戻
そ
う
」
と
い
う
思
い
を
は

ら
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
。
歴
史
上

そ
う
い
う
動
き
は
何
度
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
だ
１
９
７
０
年

代
末
期
は
特
に
そ
れ
が
激
し
か
っ

た
と
思
う
し
、
僕
た
ち
の
多
感
な

青
春
時
代
の
気
分
と
結
び
つ
い
て
、

そ
の
前
に
も

後
に
も
恐
ら

く
な
い
で
あ

ろ
う
、
文
芸

部
の
あ
る

種
の
狂
騒
的

な「
黄
金
期
」

を
形
作
っ
た

と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

と
に
か
く
何
か
し
ら
書
き
た

か
っ
た
の
で
す
。
文
芸
部
と
い
う

と
、
基
本
は
詩
や
小
説
を
書
い
た

り
文
学
談
義
を
戦
わ
せ
た
り
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
活
動
も
し
て

い
た
の
で
す
け
ど
、
ア
ニ
メ
部
だ

か
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
批

判
を
浴
び
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と

は
気
に
せ
ず
、
部
室
に
連
日
集

ま
っ
て
長
時
間
の
無
駄
話
に
興
じ
、

毎
月
の
よ
う
に
ガ
リ
版
（
つ
ま
り

手
書
き
）
で
文
集
を
作
成
し
、
詩

と
か
小
説
に
加
え
、
漫
画
と
か
ア

ニ
メ
の
熱
い
論
評
も
大
量
に
載
せ

て
い
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
は
、
こ
の
頃
の
経
験

が
今
の
自
分
に
大
き
く
影
響
し
、

出
版
や
ア
ニ
メ
の
仕
事
を
ず
っ

と
続
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
れ
か
ら
時
間
も
過
ぎ

ま
し
た
。
元
号
が
変
わ
る
の
も
何

か
の
縁
だ
と
思
い
、「
も
う
一
度

書
こ
う
」
を
合
言
葉
に
作
成
し
た

の
が
本
文
集
で
す
。
僕
は
東
京
に

移
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
福
岡
在

住
の
仲
間
が
編
集
を
買
っ
て
出
て

く
れ
、
当
時
の
メ
イ
ン
の
書
き
手

の
ほ
ぼ
全
員
（
14
人
）
が
原
稿
を

「
も
う
一
度
書
こ
う
！
」
改
元
を
機
に
、

文
芸
部
Ｏ
Ｂ
、
40
年
ぶ
り
文
集
発
刊

元
文
芸
部
長
　
高
橋
　
望
（
高
31
）

寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
代

に
青
春
を
過
ご
し
た
僕
た
ち
が
主

に
こ
の
平
成
の
30
余
年
を
ど
う
生

き
た
の
か
、
時
代
の
証
言
と
し
て

も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
文
章
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

　

巻
末
付
録
と
し
て
、
当
時
作
っ

た
文
集
25
冊
の
目
次
や
部
活
の
写

真
な
ど
を
収
録
。
僕
た
ち
の
「
当

時
の
気
分
」
も
濃
厚
に
伝
え
て
い

ま
す
。
わ
ず
か
に
残
部
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
読
み
な
り
た
い
方
は

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

（
大
学
卒
業
後
、
徳
間
書
店
・
ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
な
ど
を
経
て
現

在
は
日
本
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）

九
州
大
会
囲
碁
部
門
女
子
団
体

戦
優
勝
の
賞
状
を
囲
む
囲
碁・
将

棋
部
員
た
ち
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高
20
回
生
は
、
古

希
で
あ
る
。
古
希
と

は
元
々
、
古
稀
と
書

い
た
そ
う
で
す
。
中

国
唐
時
代
の
詩
人
・

杜
甫
の
「
人
生
七
十

古
来
稀
」
と
い
う

一
節
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
七
十
古
来
稀
と
は
、
70
歳

ま
で
生
き
る
の
は
稀ま

れ

な
こ
と
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
す
。
昔
は
人
生

50
年
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
還
暦

に
当
た
る
60
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

長
寿
の
証
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

更
に
70
歳
を
迎
え
る
と
い
う
の
は
、

非
常
な
稀
だ
と
い
う
意
味
か
ら
古

希
が
お
祝
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
稀
と
い
う
字
が
、
古
希
に
変

わ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
昔
は
70

歳
を
迎
え
る
の
は
非
常
に
稀
で
し

た
が
、
今
で
は
平
均
寿
命
が
伸
び
、

稀
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
、「
稀
」

が
常
用
漢
字
で
は
な
い
こ
と
な
ど

が
理
由
で「
希
」に
変
わ
っ
て
い
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
、
高
20
回
生
は
、
古
希
で
あ

る
。
そ
し
て
年
号
は
「
令
和
」
と

な
り
、
さ
し
ず
め
令
和
１
年
生
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
令
和
２

年
の
来
年
は
東
京
五
輪
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
熱
戦
を
見
て
み
た
い
も

の
で
す
。
令
和
６
年
に
は
新
札
が

発
行
さ
れ
る
よ
う
で「
渋
沢
栄
一
」

を
拝
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
８
月
10
日
に
は
古
希

同
窓
会
を
開
く
予
定
で
す
。
い
つ

の
頃
か
ら
か
同
窓
会
は
「
黙
祷と

う

」

か
ら
始
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
同
期
は
１
割
超
が
物
故
者

で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
「
古
稀
」
な

の
か
「
古
希
」
な
の
か
。

　

今
年
は
何
人
の
出
席
者
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。　

（
高
20　

Ｋ
・
Ｙ
）

宴座

　

昨
年
８
月
11
日
（
土
）、

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、
本
校
吹
奏

楽
部
第
49
回
定
期
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
役
部
員

76
名
に
よ
る
Ⅰ
部
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
、
ダ
ン
ス
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
Ⅱ
部
の
企
画

ス
テ
ー
ジ
に
続
い
て
行
わ
れ

る
Ｏ
Ｂ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
50

名
を
越
え
る
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ

て
日
本
を
代
表
す
る
作
曲

家
の
作
品
を
演
奏
し
ま
し

た
。
昨
年
同
様
、
Ｏ
Ｂ
で
元

九
州
交
響
楽
団
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
奏
者
の
吉
浦
勝
喜
氏
（
高

27
）
の
指
揮
で
、
世
代
を
超

え
た
１
２
０
名
を
越
え
る
大

編
成
に
よ
る
華
や
か
で
壮
大

な
筑
高
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ

て
、
盛
会
の
う
ち
に
終
演
を

　
「
塩
原
１
３
４
８
番
地
に
歴
史

あ
る
建
物
が
在
り
ま
す
が
何
と
言

う
…
」

と
ク
イ
ズ
番
組
に
登
場
し
そ
う
な

問
題
で
す
が
。

　

同
窓
生
の
皆
様
は
、
即
答
出
来

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
母
校
の
旧
所
在
地
（
現
在

野
間
２
丁
目
）
で
す
。
旧
町
名
で

は
、
向
野
に
な
り
ま

す
。

　

昨
年
４
月
、
向
野

２
丁
目
２
区
の
自
治

会
が
「
町
内
の
坂
道

に
愛
称
つ
け
て
町
お

こ
し
」
を
立
ち
上
げ
、

同
窓
会
本
部
か
ら
母

校
に
か
け
て
の
道
に
、

迎
え
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
は

今
年
創
部
60
年
と
な
り
、
定

期
演
奏
会
は
第
50
回
の
記
念

演
奏
会
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
先
立
っ
て
６

月
16
日
に
行
わ
れ
た
丘
女
会

講
演
会
に
お
い
て
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て

演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
々
の
活
動
も
本
校
の

歴
史
や
伝
統
、
そ
の
時
々
の

諸
先
輩
方
の
音
楽
に
対
す
る

熱
い
思
い
と
、
我
々
現
役
部

員
に
寄
せ
る
期
待
を
い
た
だ

い
て
い
る
お
か
げ
だ
と
改
め

て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
改

め
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

大
石
純
子
（
高
35
）

「
が
お
か
坂
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　

４
６
３
人
か
ら
19
種
類
の
愛
称

が
寄
せ
ら
れ
、「
筑
高
坂
」
と
「
が

お
か
坂
」
の
決
戦
投
票
に
な
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
始
業
式
前
日
に
、
愛

称
プ
レ
ー
ト
が
同
窓
会
本
部
の

フ
ェ
ン
ス
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し

た
。　　
　
　

小
澤　

泉
（
高
56
）

壮大な筑高サウンド響く

「
が
お
か
坂
」誕
生

同
窓
会
本
部
横
に

日   付 会合・行事等 会　場
平成30年４月２日 校長等管理職へ同窓会三役挨拶 校長室
平成30年４月９日 入学式 講堂
平成30年４月10日 新１年生記念館見学 記念館
平成30年４月11日 同窓会会計監査 会議室

平成30年４月16日 第１回役員会･役員新旧懇親会 ホテルニュー
オータニ大観苑

平成30年４月18日 第１回会報委員会（会報63号） 会議室

平成30年４月20日 筑友会歓送迎会
（筑紫丘高校教職員）

ソラリア
西鉄ホテル

平成30年５月９日 第２回役員会･第１回常任幹事会 会議室･視聴覚教室
平成30年
５月11日､12日 翔丘祭（文化祭） 学校

平成30年６月２日 社会人講演会 高校各教室

平成30年６月２日 第１回支部長連絡会
ホテルニュー
オータニ４F
｢梅の間｣

平成30年６月29日 第１回教育援助実行委員会 学校C会議室

平成30年７月５日 創立記念式典･記念講演会
（高28回　芋生修一） 講堂

平成30年７月９日 第１回組織委員会 会議室
平成30年７月27日 三代会（高41回･42回･43回）会議 会議室
平成30年８月１日
〜８月３日 高校２年生東京研修 東京

平成30年８月10日 第２回組織委員会 会議室

平成30年８月11日 第49回吹奏楽部定期演奏会 アクロス福岡
シンフォニーホール

平成30年９月８日 大運動会（前半） 学校

日   付 会合・行事等 会　場
平成30年９月11日 大運動会（後半） 学校
平成30年９月14日 第２回会報委員会（会報64号） 会議室
平成30年９月28日 丘上会総会 アクアマリン福岡
平成30年10月３日 第３回組織委員会 会議室
平成30年10月26日 第３回役員会 会議室
平成30年11月７日 第４回組織委員会 会議室
平成30年11月９日 第３回会報委員会（会報64号） 会議室
平成30年11月12日 第３回会報委員会（会報64号） 会議室
平成30年11月19日 定期総会会計監査 会議室
平成30年11月21日 定期総会会計監査 会議室
平成30年12月５日 第４回役員会 会議室
平成30年12月19日 第５回組織委員会 会議室
平成31年１月16日 教育支援実行委員会 学校C会議室
平成31年１月28日 平成30年度教育支援金授与式 校長室
平成31年１月29日
〜２月３日 高校２年修学旅行･海外研修 北海道･

サンフランシスコ
平成31年２月６日 第５回役員会 会議室

平成31年２月20日 県国際交流センター主催
講演会（高28回　堀隆幸） 講堂

平成31年２月25日 委員会担当理事会議 同窓会会議室
平成31年２月28日 平成30年度卒業生同窓会入会式 講堂
平成31年３月１日 卒業式 講堂
平成31年３月１日 第６回役員会 会議室
平成31年３月１日 高校主催卒業祝賀会
平成31年３月13日 第４回会報委員会（会報65号） 会議室
平成31年３月15日 第３回常任幹事会 視聴覚教室

　

１
月
12
日
、
第
55
回
全
国
大
学
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
決
勝
で
、
明
大
ラ
グ
ビ
ー

部
は
１
９
９
６
年
以
来
22
年
ぶ
り
優
勝

し
ま
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
72
年
か
ら
96
年
の
25

年
間
は
明
大
の
全
盛
期
。
全
国
優
勝

12
回
、
準
優
勝
６
回
を
数
え
、
森
重

隆
、
松
尾
雄
治
、
吉
田
義
人
、
永
友
洋

司
、
元
木
由
記
夫
、
田
中
澄
憲
（
現
監

督
）
ほ
か
多
数
の
日
本
代
表
を
輩
出
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
大
学
生
活

を
送
っ
た
人
に
は
、
22
年
間
に
わ
た
る

長
期
低
迷
は
謎
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
は
２
０
０
２
年
に

ラ
グ
ビ
ー
部
長
を
命
じ
ら
れ
、
部
の
再

建
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
68
年

間
続
い
た
、
い
わ
ば
北
島
個
人
商
店
を

近
代
的
組
織
に
脱
皮
さ
せ
る
こ
と
は
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

北
島
先
生
時
代
へ
の
郷
愁
を
抱
く

Ｏ
Ｂ
と
近
代
化
を
望
む
Ｏ
Ｂ
と
の
融

和
、
近
代
的
ク
ラ
ブ
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
（
寮
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ジ
ム

…
）
の
整
備
、
時
代
に
即
し
た
フ
ル
タ

イ
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
制
度
の
導
入
な

ど
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
22
年
ぶ
り
の
優
勝
は
、
ま
さ

に
、
こ
う
し
た
大
学
・
Ｏ
Ｂ
会
・
現
場

の
長
年
の
努
力
が
優
秀
な
監
督
・
コ
ー

チ
の
指
導
と
結
び
つ
き
、
人
間
的
に
自

立
し
た
選
手
を
生
み
出
し
た
結
果
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
う
れ
し
い
ご
報
告
を
一
つ
。

白
木
秀
房
先
輩
（
中
15
）
以
来
70
年
ぶ

り
？
の
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。
吉
岡
汰
我
君
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
・
高

71
）
が
そ
の
人
で
す
。

明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
復
活
へ
の
途

実
を
結
ん
だ
関
係
者
の
努
力

明
治
大
副
学
長
　
大だ

い

六ろ

く

野の　

耕
作
（
高
24
）

平成30年度同窓会活動記録（本部･委員会･学校）

全国大学ラグビー選手権優勝を喜ぶ明大ラグビー部の関係者たち

日   付 会合・行事等 会　場 出席者数
平成30年４月22日 定時制部総会 大東園 21

平成30年４月29日 ラグビーフェスティバル
（ラグビー部OB会） 学校運動場 400

平成30年５月15日 高８回生同窓会 平和楼 51

平成30年５月17日 二八会（高５回生）総会
ホテルニュー
オータニ博多
｢大観苑｣

21

平成30年５月19日 大分支部総会 壺中の天地 13
平成30年５月25日 西日本新聞社筑高会 寿邸「なかむら」 12

平成30年６月２日 平成30年度同窓会定期総会 ホテルニュー
オータニ博多 850

平成30年６月16日 野球部OB会総会
｢大名やぶれか
ぶれ　大橋別
館｣

18

平成30年６月16日 丘女会講演会
（高40回 隈元美穂子） 講堂 270

平成30年６月17日 熊本支部総会 かんぽの宿
｢阿蘇｣ 15

平成30年６月24日 高校18回生同窓会 福新楼 58
平成30年７月14日 筑四回（高４回生）同窓会 平和楼 21

平成30年７月15日 筑柔会総会 ウエスト中国
料理大橋店 28

平成30年８月11日 高20回生同窓会 八仙閣 30
平成30年８月12日 高42回生同窓会 八仙閣 50

平成30年９月15日 丘仁志会（高24回生）同窓会 新橋和食
どころえん 34

平成30年10月10日 第27回筑中･筑高
ゴルフコンペ

筑紫ヶ丘
ゴルフクラブ 120

平成30年10月17日 高7回生同窓会 木曽路大橋店 37
平成30年10月20日 福岡銀行筑紫丘同窓会 福新楼 80
平成30年10月21日 関西支部総会 新阪急ホテル 118

平成30年10月27日 高22回生同窓会 天神
スカイホール 55

平成30年11月３日 高23回生同窓会 天神テルラ 60

平成30年11月６日 高21回生同窓会 西鉄グランド
ホテル 69

平成30年11月10日 北九州支部総会 リーガロイヤ
ルホテル小倉 46

平成30年11月10日 イレブン会（高11回生）同窓会 福新楼 40

平成30年11月16日 高19回生同窓会 ウィズザ
スタイル福岡 40

平成30年11月17日 首都圏同窓会 ガーデン
シティー品川 740

平成30年11月17日 高12回生同窓会 天神テルラ 30

日   付 会合・行事等 会　場 出席者数
平成30年11月18日 定18回生同窓会 大東園 20
平成30年11月21日 九筑会（高９回生）総会 木曽路大橋店 27

平成30年11月26日 高６回生同窓会 博多温泉
富士の苑 13

平成30年11月26日 高13回生同窓会 天神スカイホール 40

平成30年11月30日 福岡市役所同窓会
（筑紫会）総会 平和楼 50

平成30年12月15日 高校29回生同窓会 ホテル
クリオコート博多 99

平成30年12月22日 丘友会（高定）同窓会 大東園 15
平成31年１月２日 高校35回生同窓会 三信ホール 30
平成31年１月２日 高校39回生同窓会 博多黒鉄今泉店 14
平成31年１月２日 高校43回生同窓会 BARRANCA 140

平成31年１月２日 高校54回生同窓会 ソラリア
西鉄ホテル 60

平成31年１月２日 高校55回生同窓会 ソラリア
西鉄ホテル 70

平成31年１月２日 高校56回生同窓会 まつり 20

平成31年１月２日 高校58回生同窓会 西鉄グランド
ホテル 73

平成31年１月２日 高校63回生同窓会 グラナダ
スウィート福岡 104

平成31年１月３日 高校32回生同窓会 平和楼 30
平成31年１月３日 高校33回生同窓会 福新楼 16

平成31年１月３日 高校67回生同窓会 西鉄グランド
ホテル 126

平成31年１月５日 筑吹会（吹奏楽部OB）総会 天神テルラ 26
平成31年１月12日 高校69回生同窓会 タカクラホテル 334
平成31年
1月12日､13日 高校44回生同窓会 鹿児島県

指宿市 9

平成31年１月19日 第2回常任幹事会･平成31
年度新春のつどい

天神スカイ
ホール 112

平成31年１月25日 筑紫丘高校校内職員同窓会 ベンジャミン
ランチ 16

平成31年２月１日 筑友会（筑紫丘高校事務職
員OB会）同窓会 梅の花天神 15

平成31年２月４日 2019年度総会実行委員会会議 comatsu今泉 9

平成31年２月23日 42回アンダーの会 ブラッスリー･
ポールボキューズ 109

平成31年２月27日 大野城市役所同窓会 花むら 14
平成31年３月８日 九州電力筑紫丘同窓会 頤和園 48
平成31年３月28日 福岡調停協会同窓会 海峯魯 11

平成30年度同窓会活動記録(各回･支部･職域等同窓会)


